
（別紙３）

～ 令和　６年１２月２８日

（対象者数） 35 （回答者数） 32

～ 令和７年　１月２０日

（対象者数） 10 （回答者数） 10

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

保護者にフィードバックできる内容を増やすことがで

きるように研修の充実を図るようにします。

2

ZOOMの研修を増やし、専門性を高めるようにしま

す。

3

困りごとの内容については、事前に分かることは、把

握し、その内容に詳しい職員に聞いてより良い対応策

を考えられるようにします。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

他の施設を借りて、交流ができる行事を検討していき

ます。

2

公表したことを保護者に周知します。

3

紙媒体の「ぷれもだより」配布時に意識して詳しい内

容を説明することにします。他にSNSを活用して発信

できるように検討していきます。

○事業所名 多機能型事業所ぷれも・もばら（児発）

○保護者評価実施期間
令和　６年１２月　１日

○保護者評価有効回答数

令和　７年　１月　４日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和　７年　１月　２４日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

本事業所では、ＨＰに支援の内容は公表していますが、

支援プログラムとしての公表が遅くなりました。

支援プログラムの作成に時間がかかり、公表が遅れまし

た。

本事業所では、家族に対して行う家族支援プログラム

(ペアレント・トレーニング等)を研修会として実施して

いますが、その機会を全員に周知できていませんでし

た。

周知の方法としては、利用者全員にプリントを配布して

います。配布時に詳しい説明ができていませんでした。

研修会の様子の発信は、紙の「ぷれもだより」だけで内

容が詳しく伝わらなかったと考えています。

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地

域で他のこどもや地域住民との交流できる企画がないで

す。

事業所として認められている施設に利用者以外のこども

や地域住民を呼ぶことができなので、他の施設を借りる

ことになります。他の施設では、実施できる内容が今の

ところ見つかっていません。

個別療育を保護者同席の元、実施しています。 ニーズに合わせた療育の場面を保護者が見ることによ

り、家庭での実践に生かせるように心掛けています。

こどもの発達に応じた個別活動を実施しています。 こどものニーズに合わせた個別療育を中心に遊びや機能

訓練に取り組んでいます。活動を充実させるために週１

回以上の研修を実施しています。

保護者の困りごとに経験豊富な職員が、すぐに答えるこ

とができます。

保護者が必要とする事業所内相談については、職員がす

ぐに対応できる体制をとっています。

保護者の困りごとがないか、職員から声かけをしていま

す。

事業所における自己評価総括表公表


